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人口の動き

3月1日現在 前月比

人口計 6 3，1 3 8 + 28 
男 30，36 5 + 1 
女 32，7 7 3 + 27 
世帯数 1 1.3 9 7 + 42 
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母校を巣立つ20(1)嬢
完成間近な校舎で 黒木小学校(山室義信校長 ・児童36人)で3月初日

完成間近な校舎で卒業式があり、10人が思い出深い学
校を巣立ちま した。

同校の卒業式は、c弁回で30回目を迎えたものですが
昨年9月初日に新校舎の工事に入り、 3月31日に完成
ということになっていましたが、 、卒業式だけでも新

校舎で、という子供たちゃ父兄の人たちの願いがかな

い、新校舎での卒業式となったものです。

下級生や先生たちに見送られ、 6年間通いなれた学
校をあとにしました。

----------------_. --・・・ 曹司， 曹司'・ .司.-

卒 業式
..・・ ・.. 今

- ・・・ ---. --... ---........... ---........... --- ・・・

黒木小学校
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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見

り

き
d

人乗

1 5日

新
入
学
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
人
や
車
の
動
き
が
活
発
と
な

り
花
見
な
ど
に
よ
り
飲
酒
の
機
会

も
多
く
な
る
な
ど
、
交
通
上
極
め

て
危
険
な
時
期
と
な
り
ま
す
の
で

次
の
項
目
を
重
点
に
交
通
安
全
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

お
互
い
に
交
通
ル

l
ル
を
守
り

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た

あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

・つ。

わよし、

無灯火

F‘、d4月 6日全国交通安全運動

運
動
の
重
点

①
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
特

に
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防

止
②
飲
酒
運
転
の
追
放

@
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防

止

なぶあ※ 

④
シ

l
ト
ベ
ル
ト
及
び
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
推
進

①
昭
和
日
年
交
通
安
全

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

(
運
転
者
向
け
)

事
故
を
よ
ぶ

ピ

l
ド
が

酒
が
疲
労
が

(
歩
行
者
向
け
)

横
断
は
見
る
く
せ

止
ま
る
く
せ

待
つ
く
せ

(
こ
ど
も
向
け
)

ス

あ
ぶ
な
い
よ

二
人
乗
り

わ
き
見

無
灯
火

-
中
学
校
入
学
遺
児
に

遺
児
の
入
学
を
祝
い
健
全
な
育

成
を
願
っ
て
、
小
学
校
・
中
学
校

に
入
学
す
る
児
童
に
対
し
祝
金
三

千
円
を
支
給
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者
は

福
祉
課
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

対
象
と
な
る
児
童

-
父
母
の
婚
姻
解
消
に
よ
り
父
ま

た
は
母
に
養
育
さ
れ
て
い
る
児

童
-
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

.
父
ま
た
は
母
が
廃
疾
の
状
態
に

あ
る
児
章

-
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

祝

金

を

支

給

-
父
ま
た
は
母
に
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

-
父
ま
た
は
母
が
長
期
に
わ
た
り

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

-
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

支
給
要
件

四
月
一
日
現
在
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
遺
児
で
、
小
学
校
・
中

学
校
に
入
学
す
る
児
童

申
請
期
間

四
月
五
日

i
十
五
日

※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

耳o

とo
談国保相

。
一一=口

葉。

のo

月

15 

午

後

福
すかでじ存ご

学
生
の
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
(
保
険
証
)
が
四
月
一
日
か

ら
新
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
他

市
町
村
に
住
所
が
あ
る
学
生
に

つ
い
て
は
親
元
に
住
所
が
あ
る

も
の
と
み
な
し
て
大
村
市
の
国

保
に
加
入
し
、
保
険
証
を
特
に

も
う
一
枚
交
付
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

学
生
の
保
険
証
〈
②
保
険 相o

談。

日O

日

(土
V

時

4 

祉

セ

ン

時タ

証
)
に
つ
い
て
の
手
続
き
は
次
一

の

と

お

り

で

す

。

一

①
今
年
の
四
月
か
ら
就
学
さ
れ
る
…

学
生
ま
た
は
新
規
に
②
保
険
-

証
の
交
什
申
請
を
さ
れ
る
場
合
…

は
そ
の
学
校
の
証
明
書
が
必
要
一

で
す
。

②
す
で
に
②
保
険
証
の
交
付
を
一

受
け
て
い
る
人
で
も
、
③
保
-

険
証
の
有
効
期
限
は
一
年
間
と
…

し
て
交
付
し
ま
す
の
で
、
卒
業
一

さ
れ
る
ま
で
は
毎
年
、
交
付
申
一

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
一

③
す
で
に
②
保
険
証
の
交
付
三

受
け
て
い
る
人
で
、
卒
業
な
ど
…

に
よ
り
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
一

っ
た
人
は
直
ち
に
国
保
資
格
喪

…

失
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一

※
国
保
の
届
け
の
際
は
保
険
証
を
…

持

参

し

て

く

だ

さ

い

。

一

※
保
険
証
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
…

保
険
年
金
課
へ

。

一

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

'つ
ま

り

さ

く

り

非
行
を
防
ぐ

親
・
子

の

対

話

を

少
年
セ
ン
タ
ー

卒
業
、
入
試
、
進
学
、
就
職
と

あ
わ
た
だ
し
か
っ
た
三
月
も
過
ぎ

希
望
と
緊
張
・
不
安
を
か
か
え
た

新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。

前
年
度
一
カ
年
の
市
内
に
お
け

る
青
少
年
の
非
行
状
況
は
、
不
良

行
為
少
年
が
増
加
し
て
お
り
、
な

か
で
も
、
中
・
高
校
生
の
非
行

(
喫
煙
・
万
引
き
・
家
出
)
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
、
ま
さ

か
:
:
:
」
と
は
、
事
件
の
あ
と
で

よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
で
す
が
、
そ

の
「
ま
さ
か
凶
の
ケ
l
ス
の
多
い 開

催

中

(
4
月

の
が
、
最
近
の
少
年
非
行
の
傾
向

で
す
。ご
家
庭
に
お
か
れ
て
は
、
ご
多

忙
な
生
活
の
中
で
し
ょ
う
が
、
子

と
も
と
の
話
し
合
い
の
時
聞
を
多

く
と
り
、
親
・
子
の
心
情
を
お
互

に
理
解
し
合
え
る
、
よ
り
よ
い
家

庭
教
育
が
な
さ
れ
る
よ
う
強
く
望

み
ま
す
。

特
に
、
次
の
点
に
つ
い
て
、
ご

留
意
下
さ
い
。

O
物
と
金
を
与
え
す
ぎ
な
い
教
育

を
O
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
教

育
を

O
善
悪
の
け
じ
め
を
は
っ
き
り
さ

地
頭
霊
園
薗
・
・
・
・
プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
~

十

一

揖

幽

圃

匿

剛

一

小
学
生
な
ど
約
ア
干
人
が
観
戦
ゾ

富
田明ィ
ー
邑
・
冨
・
・
聞
週
.
可
4
一主一b

ク
ラ
ウ
ン
ラ
し
ま
し
た
。

v

h

一
4
閉
U
園
田

区
瞳

圃

イ

タ

l
・
ラ
イ
本
市
で
は
二
十
五
年
ぶ
り
の
プ
…

)

一

聾

九
舗
圃
薗
置

F
t・
-
・
オ
ン
ズ
対
日
本
ロ
野
球
で
、
主
催
者
の
大
村
青
年
い

十

‘

一
覇

空

民

講

薗
・
・
圃
ハ
ム
・
フ
ア
イ
会
議
所
〈
仲
野
淳
一
理
事
長
)
が
叫

(

い場

一一d
聞
靖
国
圃
・
・
薗
タ
l
ズ
の
オ
l

市
の
協
力
を
受
け
て
市
内
の
小
学
市

』

一

.

トパもY3

h
E，

Aa--プ
ン
戦
が
三
月
生
た
ち
に
外
野
席
を
無
料
で
開
放
へ

-

L

i-
-
z
干

幅

-------F
FZvzdT
一

aFE--
・弓a
・

九

一

¥
J
明

aa曹
ペ
話
毒
調
園
置
十
五
日
、
市
営
し
た
も
の
で
す
。

V

い

一

一時

B
F逼
匡
・

園

球

場

で

聞

か

れ

ゲ

l
ム
は
初
回
か
ら
ホ
l
ム
ラ
め

…

毛

委
寵

一

ー一
一
.
.
.
.
.
.
 小
学
生
な
ど
約
ン
が
飛
び
出
す
な
ど
打
撃
戦
と
な
ん

，

iE
Jし

rfis
-
-
E七
千
人
が
観
戦
り
、
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
い

15 

日
ま

で
)

せ
る
教
育
を

O
月
一
回
は
、
家
族
レ
ク
レ

l
シ

ョ
ン
日
の
設
定
を

O
自
主
性
を

品
め、

創
造
力
豊
か

な
教
育
を

少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
健
や
か
な

子
ど
も
の
成
長
を
願

っ
て
、
補
導

員
五
十
人
と
と
も
に
.
非
行
防
止

健
全
育
成
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま

「一健康宏ときに 1 

l 愛の献血をJ

みなさんのご協力を

不
測
の
事
故
が
起
っ
て
か
ら
、

病
気
が
急
変
し
て
か
ら
で
は
間
に

合
い
ま
せ
ん
。

「
健
康
な
と
き
に
愛
の
献
血
を
グ
」

あ
な
た
の
献
血
は
輸
血
を
必
要

と
す
る
人
々
を
救
う
「
命
の
灯
」

と
な
り
、
ま
た
、
あ
な
た
や
身
内

す。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
さ
ん
の

教
育
に
つ
い
て
お
悩
み
の
人
は
、

電
話
で
も
結
構
で
す
の
で
ご
相
談

下
さ
い
。

少
年
セ
ン
タ
ー

曾
②
|
二
四
六
九

の
人
が
輸
血
の
必
要
な
場
合
、
献

血
手
帳
が
あ
れ
ば
、
全
国
ど
乙
の

病
院
で
も
聞
に
合
わ
せ
て
く
れ
ま

す。
人
の
た
め
、
わ
が
身
の
た
め
に

献
血
に
ど
協
力
下
さ
い
。

大
村
地
区
定
期
献
血
目

。
毎
月
第
三
木
曜
日

O
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

O
市
役
所
玄
関
前
で
実
施

愛
の
献
血

一
滴
て
も
多
く

『

主性主J

…
閤
髄
開
醐
描
…

v
@
・
:
厳
し
か
っ
た
冬
も
、
か
け
V

足
で
や
っ
て
き
た
春
に
追
っ
V

ば
ら
わ
れ
て
P

桜
だ
よ
り
が
ん

を
聞
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
円

山
@
:・
今
年
も
、
県
内
外
か
ら
多
V

数
の
見
物
客
が
、
大
村
公
園
川

を
中
心
に
年
々
増
加
の
傾
向
山

を
示
し
て
い
ま
す
。

~
@
:
・
明
治
の
後
期
に
植
樹
さ
れ
V

た
桜
が
今
も
な
お
、
お
域
周
V

辺
に
桜
の
マ
シ
マ
ク
を
張
り
r

出
し
、
市
民
の
憩
の
場
と
し
山

て
、
多
数
の
人
達
を
楽
し
ま
へ

せ
て
い
る
わ
け
で
す
。
特
に
V

国
指
定
と
な
っ
た
P

大
村
ざ
V

く
ら
d

は
全
国
的
に
知
ら
れ
F
H

P

市
花
H

と
し
て
大
村
域
の
山

広
間
跡
(
大
村
神
社
社
殿
前
)
へ

に
見
事
に
咲
か
す
ピ
ン
ク
の
~

花
は
豪
華
絢
畑
。
ボ
ン
ボ
リ
h

に
映
え
る
夜
桜
は
、
ま
さ
に
v

，
春
宵
一
刻
値
千
金
d

の
風
ゲ

情
で
す
。

~
@
:
・
桜
が
終
わ
る
と
、
つ
つ
じ
V

そ
れ
か
ら
菖
蒲
と
、
乙
れ
か
V

ら
が
花
の
話
題
'
で
も
ち
き
〆

り
の
市
と
な
り
そ
う
で
す
。
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年山川
和
川
昭
州

形
民
俗

化
財
に
指
定
さ
れ
る

本
市
の
寿
古
踊
・
沖
田
踊
が
、

月
二
十
日
、
県
教
育
委
員
会
か

(左〉・寿古踊

殿様踊といわれ九人で踊る。

殿様の帰郡入城を意味しての

舞踊で、しとやかな一種の趣

きを感じる踊りである。

ら
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定

を
受
け
ま
し
た
。

※ 

と

り

暮

ひ

(右〉・沖田踊

多数の人々が太刀となぎなた

とで斬り合いながら舞う踊り

で、踊り子の服装は黒丸踊と

にている。

り

し

の

員 心 ま県のるな
加し万す出手人事
入て一。かをた故
し出の せさちや
まか事 ぎしに悩
しせ故 援の対み
よぎな 護べしご
うでど 協る、と
きに 会た暖で しなのやおかる労うかま増らか
る備 」めか困乙てど悩留けせた条特せす加れせ最
よえ が「いつのいがみ守るぎめ件殊ぎがしるぎ近
う、 あ長援てよま発ご家事先、でなと、て人に
全安 り崎助いう ーす生と族故に出あ就い出いが出出

「出かせぎ共済制度に一「

l 加入しましょう」

会
員
の
資
格
一
カ
月
以
上
一
年

以
内
居
住
す
る
市
町
村
を
離
れ

、

て
、
他
人
に
雇
わ
れ
て
働
く
い

わ
ゆ
る
出
か
せ
ぎ
者

会
費
年
間
五
百
円

手
続
き
市
福
祉
課
へ

思
典
(
給
付
の
内
容
)

。
死
亡
し
た
と
き

弔
慰
金
五
十
万
円

。
大
け
が
を
し
て
働
け
な
く
な
っ

た
と
き
見
舞
金
三
十
万
円

'

。
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
休
業
し
た

ル
}
今
己見
舞
金
二
ニ
万
円

t
五
万
円

。
留
守
家
屋
が
火
災
の
と
き

見
舞
金
十
万
円

。
会
員
死
亡
の
と
き

遺
族
旅
費
実
費
程
度

。
出
か
せ
ぎ
先
へ
の
家
族
の
訪
問

旅
費実
費
程
度

。
賃
金
不
払
い
の
と
き

貸
付
金
五
万
円
以
内

円
高
対
策
と
し
て

金
融
・
税
制
面
で
特
別
な
措
置

中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
を
図

る
た
め
、
金
融
、
税
制
な
ど
の
面

で
特
別
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す

老

人

~ 
3乙

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

早
自
に
認
定
を
受
け
て
下
さ
い
。

要
件
昨
年
六
月
一
日
以
降
、
ぃ

の

τ士r
F司

信

ず
れ
か
の
三
カ
月
間
の
生
産
額

ま
た
は
取
引
額
が
、
昨
年
六
月

一
日
以
前
の
一
年
以
内
に
お
け

る
同
じ
期
間
の
生
産
額
ま
た
は

取
引
額
に
対
し
、
五

Mm以
上
減

少
し
、
ま
た
は
減
少
す
る
見
通

し
が
あ
る
こ
と

指
定
業
種
主
と
し
て
製
造
業
、

加
工
業

認
定
の
申
込
先

長
崎
県
中
小
企
業
課

電
長
鮪
@
ー
一
一
一
一

中
小
企
業
倒
産
防
止
に

取
引
先
企
業
の
倒
産
の
影
響
を

受
け
て
、
自
ら
が
倒
産
す
る
な
ど

の
事
態
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

掛
金
の
十
倍
の
範
囲
内
で
、
無
担

保
、
無
保
証
人
、
無
利
子
貸
付
の

制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

掛
金
月
額
五
千
円
、
一
万
円
、

共

済

法

の

ご

利

用

を

一
万
五
千
円
、
二
万
円
の
四
種

類
(
た
だ
し
、
掛
金
限
度
額
は

百
二
十
万
円
)

貸
付
金
返
済
期
間
五
年
(
据
置

期
間
六
カ
月
を
含
む
)

申

込

先

大

村
尚
工
会
議
所

〈公営駐車場料金改正〉

|…金|改正料
車

種 最30分初間のI ~そ0分の後毎最1 初時間のI ~そ0分の後毎

大型乗用車 50円 50円

普通乗用車 40 1 40 80 1 40 

軽自動車 30 1 30 60 1 30 

普通トラック 50 1 50 100 1 50 

輪 車 20 1 20 40 120 一

4月1日から

大村市開発公社
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※ 

飲
酒
逗
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

お

し

り

せ

募

集

-
「
環
境
週
間
」
の

か
ベ
新
聞

六
月
五
日
は
「
世
界
環
境
デ
|
」

で
す
。環境
庁
で
は
、

六
月
五
日
か
ら

一
週
間
を
「
環
境
週
間
」
と
定
め

全
国
的
に
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行

い
ま
す
が
、
環
境
問
題
を
い
っ
そ

う
身
近
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
「
か
ベ
新
聞
」
を

募
集
し
ま
す
。

内

容

@

公

害

(
み
ん
な
が
迷
惑

す
る
こ
と
)
を
ふ
せ
ぎ
、
山

や
川
や
湖
や
海
を
大
切
に
す

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か

@
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
町
や

村
を
ど
う
し
た
ら
美
し
く
守

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た

悪
い
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
よ
く
な
る
か
な
ど
を

表
現
す
る
こ
と

応
募
資
格
小
・
中
学
生
な
ら
だ

れ
で
も
よ
い

紙
の
お
お
き
さ

B
二
版

(
た
て

五
十
一
セ
ン
チ
、
ょ
こ
七
十
六

セ
ン
チ
)
、
た
て
長
で
も
よ
く

使
用
す
る
色
・
紙
質
は
自
由
で

共
同
作
品
で
も
よ
い

※
作
品
の
裏
面
に
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、
年
齢
、
学
校
名
、
学
年

組
、
郵
便
番
号
、
住
所
(
県
名

を
入
れ
る
)
を
は
っ
き
り
記
入

す
る
乙
と

締
切
四
月
二
十
五
日
ま
で
到
着

の
こ
と

送
り
先
及
び
問
合
せ
先

東
京
都
千
代
田
区
震
が
関
三
の

一
の
一
(
郵
便
番
号

一
O
O
)

環
境
庁
総
務
課
広
報
室

雷
O
三
l
五
八

O
l四
九
八
一

賞
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部

に
わ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
庁

長
官
賞
と
記
念
品
が
お
く
ら
れ

ま
す

に
入
選
一

点
、
佳
作
数
点

発
表
五
月
下
旬
に
入
選
、
佳
作

つ
い
て
公
表
す
る
と
と
も
に
、

本
人
に
も
通
知
し
ま
す

-
海
洋
少
年
団
員

海
に
親
し
み
海
洋
知
識
と
心
身

の
鍛
錬
を
目
的
と
し
て
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

訓
練
日
毎
月
第
一
・
第
三
日
曜

口凶

該
当
学
年
小
学
生
(
四
・
五
・

六
年
)
、
中
学
生
(
一
・
二
年
)

団
費
一
カ
月
千
円

申
込
先
八
幡
町
二
七
二

大
村
海
洋
少
年
団
事
務
局

電
③
|
一
二

一
二

-
青
年
団
活
動
に

参

加

を

市
内
の
各
青
年
間
で
は
、
新
し

い
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ

l
シ
ョ
ン

.
文
化
・
学
習
な
ど
の
活
動
を
通

し
て
、
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
青
年
団
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
せ
は

三
浦

城
山

⑨
|
七
四
二

一

鈴
田

一

朝
長
②
|
三

二
八
六

玖

島

山

口

③

|

三

五

O
九

西

大

村

中

山

②

i
四
三
九
三

萱

瀬

宮

崎

⑤

l
五
五
三
七

竹

松

原

⑤

|

八

四

四

四

福

重

赤

田

⑤
|
二
五
九
四

松

原

梶

原

⑤

1
0
0四
三

の
各
青
年
団
へ

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

青
年
団
体
・

グ
ル

ー
プ
・
サ
ー

ク
ル
に
関
す
る
こ
と
は
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
へ
。

ま
た
、
新
し
い
団
体
・
グ
ル
ー

プ
を
結
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

-
観
光
初
期
香
織
員

資

格

十

八
歳
以
上
の
高
卒
者
で

経
理
事
務
が
で
き
る
女
子

採
用
人
員
一
人

応
募
方
法
履
歴
書
を
大
村
市
観

光
協
会
へ
ど
持
参
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
大
村
市
観
光
協
会
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

雷
②
|
三
六

O
五

-
長
崎
県
育
英
会

奨
学
生
(
大
学
)

資
格
長
崎
県
に
本
籍
を
有
し
現

在
県
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、

ま
た
は
他
県
に
本
籍
を
有
し
現

在
県
内
に
五
年
以
上
居
住
し
て

い
る
人
の
子
弟
で
、

県
内
の
高

等
学
校
を
卒
業
し
大
学
に
在
学

す
る
学
生
で
、

経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
園
難
な
人
(
短
大

.

大
学
院
を
除
く
)

募
集
期
限
五
月
十
日

申
込
先
市
教
育
委
員
会
庶
務
課

※
願
書
、
そ
の
他
必
要
書
類
や
詳

し
い
こ
と
は
市
教
育
委
員
会
庶

務
課
へ

'" 

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

も

よ

お

し

.
タ
天
然
記
念
物
'

日
本
犬
観
賞
会

秋
田
犬
(
大
型
)
、
四
国
犬
な

ど
(
中
型
)
、
柴
犬

(小
型
〉
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
四
月
九
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場
所
大
村
市
農
協
グ
ラ
ン
ド

出
陳
料
二
千
円

講
師
沢
村
正
之
先
生

申

込

西

三

城
町
五
|
三

社
団
法
人
・
日
本
犬
保
存
会
大

村
分
会

戸
島
英
二
会
長
へ

富
③
|
三
二
四
六

※
全
犬
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
あ
り

飼
育
相
談
な
ど
に
も
応
じ
ま
す

弁
当
も
あ
り
ま
す

-
市
民
久
住
登
山
会

行
先
久
住
山
(
大
分
県
)

期
日

五
月
二
十
日
(
土
)
午
後

二
時
発

五
月
二
十
一
日
(
日
)
午
後
七

時
着

費
用
(
旅
費
、
宿
泊
費
)

大
人
七
千
五
百
円

小
人
六
千
五
百
円

募
集
人
員
五
十
五
人

申

込

先

旭

堂
ス
ポ
ー
ツ

締
切

四
月
三
十
日

(
予
約
金
二
千
五
百
円
)

富
②

i
六
五
四
七

(
浅
倉
)

日
本
山
岳
協
会
大
村
山
岳

A
Z
 

市
教
育
委
員
会

問
合
せ

主
催

後
援

限
竹
松
駐
と
ん
地

大

運

動

会

竹
松
駐
と
ん
地
創
立
二
十
六
周

年
及
び
第
七
高
射
特
科
群
創
隊
四

周
年
記
念
と
し
て
大
運
動
会
を
行

い
ま
す
。

お
誘
い
合
せ
の
う
え
、
お
い
で

下
さ
い
。

日

時

四

月
九
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
三
時

(小
雨
決
行
〉

陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
と
ん

地

場
所
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注
射
と
検
診

-
1歳
6
カ
月
児

健
康
診
査

す
乙
や
か
な
心
と
身
体
の
発
達

を
促
す
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

対
象
昭
和
五
十
一
年
九
月
生
れ

を
対
象
と
し
ま
す
が
、
同
年
七

月
か
ら
八
月
生
れ
で
、
ま
だ
健

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
四
月
十
八
日
・
二
十
一
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
平
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
は
し
か
、
水
ぼ
う

犬の登録と狂犬病予防注射日程

月日 l 実施場所 |実施時間

110 1市役所 110:00......15:00宅

今村公民館 I10:30......11:00 

溝瞳公民館 I11: 15......11: 30 

三浦出張所 I13:00......13:40 

元農協.西部支所 I14:00......14:30 

(倉田宅前)I 9:30......10:00 

4/11 

そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け
下

大」い。
園
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
し
つ
け
の

4月後半の日曜・祭日当番医

!日 |診療科目|医院名|所在地 |電話

16 
整形外科貞松整形東本町 3-4808

内 科岡内科
23 
整形外科橋口整形 竹松本町5-8739

産婦人科 大産婦村人中央科 杭出津 2-3850 
29 
内 科野口医院 並松郷 2-2339 

内 科藤井内科 東本町 2-3878 
30 
外 科渡辺医院 ーの郷 5-8546 

診
療
時
間

※ 

ひ

と

り
午
前

g
時

t
午
後
6
時

暮

り

し

の

平

鈴田出張所(仮庁舎)110:15-10:30 

4/12 1岩松駅前 I10:40-12:00 

久原団地(集会場)I 13:30......14:00 

椎池公民館 114:30......15:20

4/13 I中地区住民センター 110:00.....1

面
や
妊
娠
中
心
配
な
こ
と
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
で
か
け
下
さ
い
。

※4月前半の日曜当番医は3月15日号で
お知らせしています。

11: 00 大村保健所 生後3カ月までの乳児

1151::000 0 竹松出張所 乳幼児

11:00 大村保健所生後4カ月......6カ月の乳児
15:00 鈴田幼稚園 妊婦と乳幼児
15:00 松原出張所 λ， 
-11: 00 大村保健所 生後7カ月以上の乳児
-11:00萱瀬出張所妊婦と乳幼児

老

人

愛

|:重出張所「74/14 I 福寺バス停|

|富ノ原公民館 I14:00.......15:00 

竺 1堂広場 9:30.......10:00

諏訪公民館 10:30......11:50

池田公民館 13:00......14:00

堺町、公民館 14:15.......14:45

1野岳湖ノイス停 I10: 30.......11: 00 

|東光寺公民館 I11:15.......11: 30 

4/門松原出張所 113:00.......14:00

|武留路公民館|瓦:10斗示1
4/191竹松出張所 110:00-15:00

9:30.......10:00 寿古公民館

-
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
の
予
防
注
射

飼
い
犬
は
毎
年
一
回
の
登
録
と

六
カ
月
ご
と
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

別
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の

で
必
ず
受
け
さ
せ
て
下
さ
い
。

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手
数
料
登
録
手
数
料

注
射
手
数
料

一
頭
三
百
円

一
頭
五
百
五
十

円

注
射
済
票
一
頭
分
百
五
十
円

合
計
千
円
か
必
要
と
な
り
ま
す

※
県
が
徴
収
す
る
手
数
料
規
則
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
四
月
一
日

か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料

が
変
り
ま
す
。

の

τ1= 
F司

を

マ
お
願
い

犬
は
丈
夫
な
鎖
か
綱
で
つ
な
ぎ

か
み
つ
く
く
せ
の
あ
る
犬
に
は
口

輪
を
つ
け
て
つ
れ
て
き
て
下
さ
い

ま
た
、
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ

犬
に
は
、
必
ず
首
輪
に
鑑
札
と
注

射
済
票
を
つ
け
て
下
さ
い
。

。
犬
の
避
妊
手
術
に

補
助
金

狂
犬
病
予
防
注
射
期
間
中
に
申

請
の
あ
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
、

補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

マ
オ
ス
一
頭
当
り
手
術
料
三
千

五
百
円
(
飼
い
主
負
担
二
千
五

百
円
)

マ
メ
ス
一
頭
当
り
手
術
料
七
千

円
(
飼
い
主
負
担
五
千
五
百
円
)

希
望
者
は
印
か
ん
持
参
の
う
え

予
防
注
射
会
場
で
お
申
込
み
下
さ

11: 15.......11: 30 

13:00.......13:30 

久良原公民館

所
一
下
一
館

、
一

一

張
一
判

一
民

h
口

一
『
na
一入‘『

L
L

一
r
一
↑
/一

瀬
一
叶

一代

;
l
-

一

j

-

萱
一
南

一宮

n
H
U
 

O
フ

ω
，，，，， 
an
ヨ

ス
ポ
ー
ツ

13:45.......14:00 

※12時.......13時まで昼食のため休けいします。

14:15......14:45 

農協第 1支所 1 15:00.......15:30

4/21 1大村保健所 110:00......15:00

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

実
業
団
・
教
職
員
大
会

成

績

三
月
二
十
一
日
市
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

実
掌
回
大
会

優

勝

市

役

所

準
優
勝
大
村
ク
ラ
ブ

三

位

航

空

隊

教
職
員
タ
プ
ル
ス
大
会

優
勝
「
岸
川
正
利
(
西
小
)

F

田
添
律
子
(
西
幼
)

準
優
勝
「
鶴
亦
雄
(
大
高
)

r

西
門
富
士
夫
(

H

)

位
『
野
口
弘
満
(
教
委
)

F

藤
崎
和
彦
(
萱
中
)

「
渡
海
毅
(
教
委
)

r
渡
海
昌
俊
(

H

)
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りむおお市政だより(7) 

※ 

さ

く

講

会

習

-
手
"
つ
く
り
お
や
つ
教
室

グ
手
づ
く
り
の
お
や
つ
M

を
通
し

て
お
母
さ
ん
の
愛
情
を

そ
ん
な
願
い
か
ら
「
手
づ
く
り

お
や
つ
教
室
」
を
聞
き
ま
す
。

期

間

四

月
二
十

一
日

1
六
月
三

十
日
(
毎
週
金
曜
日
・
午
前
十

時

t
正
午
・
十
回
)

場
所
中
央
公
民
館

り

ま

つ
り

対
象

婦
人

定
員

三
十
人
(
以
前
受
講
さ
れ

た
人
は
ど
遠
慮
下
さ
い
)

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
管
理
栄
養
士

山
口
貞
子
先
生

申

込

受

講

希
望
者
は
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
電
話
か

ハ
ガ
キ
で

久
原
郷

一
の
一

中
央
公
民
館

曾
②
|
四
三
二

一
へ

田
家
庭
料
理
教
室

手
近
な
材
料
を
使

っ
て
、
し
か

土
地
や
建
物
の
登
記
問
題
一

二

引

制

で

困

っ
て
お
ら
れ
る
人
な
ど

一

一

r
il
i
--

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

一

日

時

四

月

十

四

日

一

一

市

民

相

談

室

で

す

べ

て

無

料

午

前

九

時

三

十

分

t
正

一

一

で

行

っ

て

い

ま

す

午

，

一
行
政
相
談
(
毎
月
第
二
木
曜
日
)
法
律
相
談
(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

一

国
や
県
、

市

な

ど

役

所

の

土

地

問

題
、
金
銭
貸
借
、
一

一

仕
事
に

つ
い
て
苦

情

や

要

望

戸

籍

、
登
記
、
相
続
、
扶
養

一

一

質
問
な
ど
お
持
ち
の
人
は
お

家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
そ
の
一

一

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
ほ
か
一
般
法
律
問
題
で
苦
し
一

一

日

時

四

月

十

三

日

み

悩
ん
で
お
ら
れ
る
人
な
ど

一

一

午
前
九
時
三
十
分

t
正

お

気

軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

一

一

午

日

時

四

月
二

十

日

一

午
前
九
時
三
十
分

t
午
一

一
登
記
相
談
(
毎
月
第
二
金
曜
日
)

後

三

時

一

開

催

中

4 

も
栄
養
、
経
済
的
な
面
か
ら
も
実

際
的
な
家
庭
料
理
教
室
を
聞
き
ま

す。期
間
四
月
二
十
三
日

t
七
月
五

日
(
毎
週
水
曜
日
・
午
前
十
時

l
正
午
・
十
回
)

場
所
中
央
公
民
館

対
象

婦
人

定

員

三

十

人

(
以
前
受
講
さ
れ

た
人
は
ど
遠
慮
下
さ
い
)

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講

師

管

理
栄
養
士

山
口
貞
子
先
生

申
込

手
づ
く
り
お
や
つ
教
室
と

同
じ

-
ふ
る
さ
と
の

史
跡
散
歩
教
室

お
客
さ
ん
が
あ
っ
た
時
な
ど
、

郷
土
の
史
跡
を
案
内
で
き
た
ら

と
思
っ
て
お
ら
れ
る
人
た
ち
を

対
象
に
、
代
表
的
な
史
跡
(
玖
島

域

・
本
経
寺
な
ど
)
を
訪
ね
る
「
ふ

る
さ
と
の
史
跡
散
歩
教
室
」
を
聞

き
ま
す
。

日
時
第
一
回
、
四
月
二
十
三
日

(
日
)
午
前
十
時

t
正
午
、
毎

月
第
四
日
曜
日
、
十
回
、
当
日

雨
天
の
場
合
は
中
止

史

跡

玖

島
城
そ
の
周
辺

集
合
十
時
ま
で
に
大
村
公
園
入

口
、
一
の
鳥
居
付
近

月

15 

で
)

日
ま

定
員

三
十
人

受

講

料

無
料

講

師

市

社
会
教
育
指
導
員

深
草
静
雄
先
生

申
込
受
講
希
望
者
は
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で

久
原
郷
一
の
一

中
央
公
民
揖

宮
②

l
四
一
二
一
一
一

へ

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

回
婦
人
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

対
象

家
庭
婦
人

内
容
初
心
者
を
対
象
に
ラ
ケ
ッ

ト
の
握
り
方
か
ら
簡
易
ゲ
l
ム

が
で
き
る
ま
で
個
別
指
導

期
間
四
月
十
九
日

l
六
月
二
十

一
日
(
毎
週
水
曜
日
・
午
前
十

時
l
正
午
)

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
ボ

ー
ト
場
よ
乙
)
に
集
合

募
集
人
員
二
十
人

参
加
料
無
料

指
導
大
村
市
庭
球
協
会
員

申
込
締
切
四
月
十
七
日

申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
、
市
教

育
委
員
会
体
育
課
へ

(返
信
用
ハ
ガ
キ
に
も
住
所
、

氏
名
を
記
入
す
る
乙
と
)

，ち
司会
一-E
土
宗
az
ま÷
主
主

b

子

長

よ

F
2
-
F
L乞
一
r一一き

-
w
a毛
岳
ι

FY
↑与
-K

一
ご
寄
付
・
ご
好
意

一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

一
回
閣

ω敬称略

一
社
会
福
祉
事
業
費
へ

ゆ
マ
大
塚
ム
ラ
(
古
町
・
亡
夫
徳

…
太
郎
)
五
万
円

一
マ
村
上
実
(
富
の
原
・
亡
妻
千

一
鶴
)
二
万
円

-
V
中
内
一
薗
敏
孝
(
日
泊
郷
・
亡
長

一
男
敏
勝
)
二
万
円

一
マ
満
島
登
美
子
(
宮
小
路
・
亡

一
夫
喜
久
男
)
五
万
円

一
マ
山
元
幸
雄
(
杭
出
津
・
亡
母

-
セ
イ
)
一
万
円

↑
マ
酒
井
ア
キ
(
大
里
郷

・
亡
夫

千
守
)
十
万
円

一
清
和
園
へ

一
マ
国
立
長
崎
中
央
病
院
附
属
高

-

等
看
護
学
院
峰
先
生
ほ
か
五

…
十
二
人
、

鉢
植
三
十
鉢
、
種

子

一
マ
船
本
行
徳
(
久
原
団
地
)
茄

一
子
三
・
五
キ
ロ
、
胡
瓜
六

・

-

五

キ

ロ

~
マ
御
厨
虎
春

(7
郷
)
松
原

お
乙
し
十
二
キ
ロ

一
マ
宮
崎
勝
利

(東
三
城
町
)
雑

一

誌
十
五
冊

マ
津
田
義
己
(
寿
古
郷
・
亡
母
-

テ

ル

)

五

万

円

-

マ
蘭
光
子
(
諏
訪
郷
・
亡
夫
芳
一

徳

)

四

万

円

.

マ
前
田
佐
八
(
池
田
郷
・
亡
父
一

弥

助

〉

二

万

円

一

中
地
区
公
民
館
図
書
室
へ
-

マ
田
中
ツ
マ
(
乾
馬
場
・
亡
夫
~

正
美
)
図
書
五
万
円
相
当

同
閉
山
敬
称
略
~

大
品
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

預

託

一

マ
赤
水
清
春

(
本
町
)
六
万
八
一

十

円

-

マ
川
上
理
容
院
・
松
崎
伴
操
…

(
古
町
)
理
容
椅
子

一

脚

…

ム
日
本
専
売
公
社
大
村
営
業
所
一

(
東
三
城
町
)
峰
四
百
本
、
一

マ
イ
ル

ド
セ
ブ
ン
千
百
本
、
-

チ
ェ
リ
ー
千
二
百
本
、
セ
ブ
一

ン
ス
タ
l
九
百
本
、
ハ
イ
ラ

イ

ト

八

百

本

一

マ
上
野
諦
信
久
原
保
育
園
園
長
一

ほ
か
四
十
一
人
は
、
歌
遊
戯

一

慰

問

一
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市政だより おおむら

「生涯教育の時代です集団学習から自己学習を伸ばすために

中地区公民館の教室をご利用くださいグ

| 教室名 | 内 容 |対象 |定員 |開設日 ! 講師

(8) 

1 I妊 婦 教 室|初めて母親山心の準備と、望まし I...;.-n~，....... 4-- J.3 I nn 1 I毎週水曜 l大学教授| |初産の主婦 130人 I.::~~'~:n _ MI 
|い親子のふれあいを求めて 1 1Y， =v~-'-"，1]J 1 uv/'-113:30......16:001保 健 婦

|一生の中で最も大切な3歳児のしつけ 1"4>，，，.. ~"'" 1 "n r 1第1・第3火曜|大学教授2 1 3 歳児を育てる教室~~~~ ~=~:~;:~:!~;t~GVJV JVJ  1 3歳児の親 I30人 I~ ~ n-n :;P~~~I 
| を学習し、親の役割を考える u n)'vuv~ "，，" 1 uv/'-110:00......12:001医 師

3 1 園Iの 親教室 |幼児が幸せ日長するために、家庭は |幼稚園児を 130人 |第2・第4月曜|まJ聞22
|どのような配慮が必要か |持つ親 ! UU/'-!10:00......12:00!寺下q国講師

I :tos3:dtV 0) ífrh~ ~ 1 ~~学校教育を充実したものにするため | 小学生を持 1 30入門・第3木曜|大学教授4 iお母さんの ~:::~:...~;/~~.::~~~:::-.:.._'~v_ ;..:~~'<!:-J'T I 30A I :'~~nn/I-~~I...~:I 1 "-v'-'d-crv v-' )0J!t( = 1 Iζ、家庭における学習の進め方 |つ親 1 UU/'-110:00......12:001小学校教諭

|子駅生活l乙設な影響を及ぼす進路|中学・高校 130入院1・第3金曜|高校教諭
I 5 I中学・高校生両親教室15けbZ:ま よ・な助言をして l生を持つ親 30A119: 30--21: 3~ I 中学教諭

I ~~1lfO) t: õ)O)î1fc~ 1健康を保持し、 趣味をのばし、新しい |高 齢 者 I 50人 1第2・第4金曜|中嶋英治先生
IRJ W IJ 1::::::t VJI ，- V--'VJ~~ I社会の中に充実した人生を創造する I ，gJ "''' 1=l 1 UU."， 113: 30-15: 301 

7 1地域リーダー講座 | の自発性を{まし、自治能力を高 !一 般 130A 1 … l」一 戸…ーを推進…LJ I122詰
1)( $ ~~ ~ I 日本の思想史の中に現われた作家の心 11 I 30人 !第2・第4水曜|中嶋英治
1 -" 1=  1と、作品を学ぶ 1 UV/， 110:00......12:001 

i家族が健康で、心豊かな生活を創造す 1 ->- L~ I on r 1第2・第4木曜|大学教授
9 1 くらしの設計教室 | |主 婦 I30人 I :I~~ nn/I-:~I~~~ I 

|るための家庭管理 1 -'- "，rp 1 uv/， 110:00-12:001専門指導員

I rO:::::'LZ:.T.1/1r-I Tf'/..h r l -WI _ ~ I童話の主人公を人形にして、美しい言 1 .， . r-r I第1・第3土曜|市立図書館長
10 I児童創作人形劇教室 l x |小学生 I15人 I :'~~ nn~'-_~~~~ ! I ./ u~lC 'J I r ~ '1 V J::iJ'.'J"1/¥.-=f::::. I葉と思いやりを育てる 1 ." -r- '-= 1 -Lun 114:00-16:0oi松尾照美先生

1 I!A m 士品 |遊びをつくり、手づくりの生活の中に 11 1 20A 1 I!A m I ~ i1fc ~ 1 ":::'-: ~.: ，'~~~，-: ~/V~=IDV~T'~ 11 120人専門指導員
! 日 |生きる豊かさを求めて 1 uv" I 町 | 

12 I児童陶芸教室 I~~~~îI{ IC -6ìJ~l3'- ;C %e15O)j!VIi'i I小・中学生 120人 |第2・第4土曜|

一 間ご形色 一一I "" ""，，- 'LL "̂  -"1 "'-I Êl~O)~~~ e e l). 1A現する技術を inn r I 東光会々友
13 I児童油絵教室 !品 会 11 I 20A I 11 I ./l.J. ..:::::E::. llJ-J II'.A -"1A.. .=t=. 1 ~..ð~ I UV/， I 寺崎喜久雄先生

141油 絵 教 室 l自然の物を表現する心をのばす |一 般 1 20人 I 11 I ~" i nn' I 東光会々友
L-1 f\\""'- I::IJ..~ .I/J. c...~"7ü'.:' .oJ'L....I..c....，_ ~ ch '.:' IV<. I UU/， I 菅野正人先生

i 画 教 室 l山水花鳥人物を、詩的な墨の色で表わ I "似|第1・第四|日本南噸無鑑査
ffi ~ v. =1し、自然のもつ美をさぐる l y i14:00~16:00|一瀬春郷先生

~_. I ~/ ， h ， _ ..__-，+-/-，，-，_， ，，_ nn' 1第2・第4土曜i
161陶 芸 教 室 i形と色との火の芸術にかける 11 1 20人 lî4~oo:16:記| 専門指導員

I +1r1rt+"""~ ~~ ~ 1."¥ M....J:::::!:::z I庭木、石組、流、 草花を生かし、四季 Inn 1 I -;:::l::;- r:tR ~:ff::: r'Y:::r i 17 1 趣味の庭づくり教室~~:!.~.~::'~ ~_I~~~'I~ ~~N- v， ~--r I I 30人 11 専門講師 [1 .~ . ，---~ -， / ~= 1の変化に富んだ庭をつくる 1 vv/， ! 1 " ." "'~ N'" 

i J.-:o::t 1 _ - "_ --l-I"1..----'"----2' I いかし、仲間との調和を 1，= ， i nn' I毎週火曜
18 I婦人コーラス教室|図る |婦 人 I30人 110:00--12:001 " 

竺己教室主衣料一??ー 竺肩口先生!家族の着物文化をつ 1 uun. 11'0 :00--12: 001田中綾 先生

| 1 nn ，第2水曜 | 

申込方法 受付

受付場所

4月 15日から

中地区公民館(松並一丁目246-5曾3-1376) 

申 込 電話かハガキまたは直接事務室へお申込みください

定員になりしだい締切ります
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